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撮影から出力までの最短時間　約５分／A４ 

画像撮影、管理情報付加 
および画像圧縮 

画像転送 
約１秒／枚 

伝送スピード 
１００／１０Mbps

ディスクアレイ　RAID５ 
データ保管量約１.５年 
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臭気測定認定事業所に登録  
　弊社の鹿島事業部では悪臭調査において、
嗅覚を使った臭気指数の測定を行っています。
この度、嗅覚測定法が適切に実施されている
ことにたいして（社）臭気対策研究協会から第２
種臭気測定認定事業所に登録されました。 

“研究・開発・試験分析業務の迅速支援ツール” 

水しぶきにひとときの涼を求める季節。最近は、水しぶきが発生させるマイナスイオンのリフレッシュ効果にも話題が集まります。 

手近なところではシャワーという手もあるようですが、アウトドアでのおすすめは滝。 

水煙あがる滝つぼ付近には、なんと都会の約50倍ものマイナスイオンが飛び出しているとか…。疲労回復にもよさそうです。 

さて、今回表紙では、 

「コンクリートの分析･試験のご紹介」 
　最近、橋梁等の土木建造物や建築物の鉄筋
コンクリートの劣化が問題となっています。
建造され年数を経たコンクリートの劣化状況
を調査するため、現地で実際にコンクリート
の一部が試験片として採取され分析・試験さ
れます。一般的にコアと呼ばれる直径50～
100㎜、長さが数百㎜の円柱状の試験片が、
建造物の表面に対し直角に採取されます。 
　弊社では、主としてこの採取されたコアに
対し、 
　・圧縮強度 
　・弾性係数試験 
　・中性化試験 
　・塩分濃度分布 
等の分析・試験を行っています。 
　圧縮強度は圧縮荷重に対するコンクリート
の強度を試験します。弾性係数はコアに圧縮
荷重を負荷し荷重と変形量の関係から得ます。

通常、圧縮強度と弾性係数はほぼ一定の関
係にありますが、劣化したコンクリートで
はこのバランスが崩れるとされています。 
　中性化試験はコアにアルカリ性指示薬を
用い、建造物の表面からどの程度の深さま
でコンクリートが本来持っているアルカリ
性が失われているかをチェックします。建
造物の表面から空気中の炭酸ガスが吸収さ
れ経年的に内部に進行し、鉄筋が存在する
深さまで到達すると鉄筋の腐食が始まりま
すが、この炭酸による中性化の進行度合い
を見ようというものです。 
　塩分濃度分布はコアを長手（深さ）方向
にいくつかにスライスし、それぞれのスラ
イス片中の塩素含有量を分析し、表面から
内部へかけての塩素の分布を見ようという
ものです。海水等の影響による外部からの
浸入塩素とコンクリート中に元々存在して

いた塩素の合計が得られます。コンクリート
内部鉄筋表面部分の塩素イオンの濃度が高く
なると鉄筋の局部腐食を招くとされています。
図１に塩分濃度分布の例を示します。コアは
数段階の粉砕機により微紛末に粉砕され、酸
で溶解後化学分析に供されます。 
　写真１は採取されたコアの中性化試験、写
真２は圧縮強度試験の状況を示します。 
　この他弊社では、 
　・コンクリート中の重金属類の含有量分析・
溶出試験 

　・強熱減量等の各種特性値分析 
にも対応しております。 

文部科学大臣賞および大阪府知事賞を受賞 

　今、写真はデジタル化の時代です。デジタ
ルカメラ用のCCD（電荷結合素子）画素数
の飛躍的な増大等により高精細画像が容易に
得られるようになりました。 
　鹿島事業部では、いち早く画像のデジタル
化とコンピュータ処理による自動化に着手し、
着実にデジタル画像処理技術のノウハウを蓄
積してきました。今回ご紹介する“フィルム
レスシステム”は画像処理ソフトウェア｢フ
ォト工房／計測｣および｢粒子解析｣とともに
鹿島事業部の主力システム製品です。 
 
 
　本システムは、外観・マクロ写真、光学顕
微鏡写真、走査型電子顕微鏡、X線マイクロ
アナライザー、透過型電子顕微鏡等の各種画
像データをポラロイドカメラ、ネガフィルム
の銀塩写真方式に代えて、CCDカメラ、また
デジタルスチールカメラ等の入力装置により
画像をデジタル化して取り込み、画像の濃淡
調整、編集、登録、保管、そして超画質とし
て印刷、そして必要に応じて画像の各種計測・
解析処理等の一連の作業をコンピュータ処理
にて迅速に処理することができるオンライン・
デジタル画像管理システムです。基本システ
ム構成を図１に示します。 
　従来、写真撮影から現像、焼き付け作業お
よび写真整理、報告書作成は、銀塩写真にて
行われていたために、一部は経験と技量が要
求され、作業の効率化を図ることが非常に困
難でした。 
　これら一連の作業に対し、画像情報のデジ
タル化をベースとした高度な画像管理システム
を導入することにより作業の自動化、迅速化
を図り、合理化および省力化を実現しました。 
　その後、社外へのシステム販売を開始、す
でに数社に採用され、作業効率の向上、優れ
た機能と操作性等大変ご好評をいただいており、
このことからも本システムの有用性、かつ完
成度の高さを示すものと自負しております。 

 
 
　システムの主な機能と特徴は、以下のと
おりです。 
(１) 銀塩写真画質に匹敵する画像品質 
(２) 写真情報の付加価値向上 
・ミクロ組織、非金属介在物および析出
物等の金相学諸元の定量化。 

・ 画像解析機能(フェライト面積測定、等)
の追加が容易。 

・写真データベースの構築と他データベ
ースとの融合。 

・写真情報のリアルタイム検索とネット
ワーク化。 

(３) 現場ニーズに基づく操作性（使い勝手）
重視の設計 
・ 画像取り込み時の濃度補正機能 
・ マルチフォーカス機能等（図２参照） 

 
 
　本システム導入効果は、以下のとおりです。 
(１) 撮影写真の最適化処理による再撮影など
の回避等による作業迅速化。 

(２) 写真撮影に関わるデータの整理、保管、
検索等の付帯管理業務の省力化。 

(３) 撮影から報告書作成まで一連作業の自動
化による業務効率化。 

(４) 写真材料費等、のランニングコスト削減。 
 
 
　本システムは、画像取り込み部の増強等、
将来のシステム拡張が可能です。 
 

 
お問い合わせは、 

鹿島事業部　技術部　システム開発室まで。 
TEL：0299-90-3425

Email：smt-inc@smt-kashima.com 
URL：http://www.smt-kashima.com

関西事業部　技術部 

小西健史 

TEL：06-6466-6153
FAX：06-6466-6232

E-mail　konishi-knj@sumitomometals.co.jp

図１　塩分濃度分布の例 写真２　圧縮強度試験 写真１　コアの中性化試験 

図１　フィルムレスシステムの基本構成 

写真１　顕微鏡写真撮影のスタンドアローン型システム 

図２　事例：マルチフォーカス機能画面 

―― 鹿島事業部のフィルムレスシステムをご紹介します。―― 
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　この度、平成14年度職域における創意工夫功労

者として、関西事業部大阪試験部の朝野正俊さんが

文部科学大臣賞を、また、平成14年度大阪府技術

改善功労者として同部副長の臼杵正治さんが知事賞

を受賞いたしました。 

１. 文部科学大臣賞……………朝野正俊 
「金属材料の表面付着不純物元素の分析方法の改善」 

　この考案は、鉄鋼・非鉄金属材料ならびに水系試

料の分析精度の向上、分析作業能率の向上を目的と

して、種々の分析方法の改善に取り組み、製品の品

質管理維持向上に貢献したものです。また、化学分

析の複雑な操作を必要としない方法への移行による

スキルフリー化により、若手分析者への技能伝承の

円滑化にも寄与した。 

２. 大阪府知事賞………………臼杵正治 
　「金属材料等の残留応力測定方法の改善」 

　この考案は、鉄鋼や非鉄金属製品の品質を決定す

る要因の一つである残留応力の測定に関し、その対

象材料や形状等に応じて、Ｘ線回析法やザックス法

等の測定方法を工夫・改善すると共に測定作業能率

の向上を図った。これにより、製品の品質管理維持

向上、新規材料を用いた製品開発分野における機能

評価の一環として、大いに貢献した。 

● 

　いずれの考案も、入社以来、多年にわたり金属材

料等の試験業務に従事し、日々の改善努力の積み重

ねにより編み出された手法であり、今後とも両名の

より一層のご活躍を期待しております。 エッジ部に焦点が合った画像 

CCDカメラによる画像取り込み 

合成後の画像 

鹿島事業部　環境技術部　番　博道 
TEL：0299-84-2565
FAX：0299-84-2566

E-mail　ban-hrm@sumitomometals.co.jp
関西事業部　大阪試験部 

赤崎勝彦 

臼杵正治さん 朝野正俊さん 
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